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大
多
喜
城
と
本
多
忠
勝
、
忠
朝
親
子

大
多
喜
城
は
、御
宿
か
ら
約
八
里
の
山
城
で
あ
る
。

今
の
地
勢
で
云
え
ば
、
御
宿
を
出
て
、
西
方
向
に
転

じ
、
千
葉
を
横
断
す
る
大
多
喜
街
道
（
勝
浦
か
ら
東

京
湾
市
原
）
に
出
る
。
こ
れ
を
北
上
し
、
夷
隅
川
の

所
で
（
船
子
交
差
点
）
左
折
、
西
に
転
じ
る
。
町
全

体
が
蛇
行
す
る
夷
隅
川
に
包
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内

側
に
南
北
に
城
下
町
通
り
が
突
っ
切
り
、
こ
こ
を
底

辺
と
し
て
西
へ
迫
り
上
が
る
山
に
築
か
れ
た
城
郭
都

市
。
城
下
町
通
り
沿
い
に
は
、江
戸
時
代
の
古
民
家
、

宿
、
蔵
屋
な
ど
が
建
ち
並
び
、
今
な
お
歴
史
の
風
情

を
感
じ
さ
せ
る
。
夷
隅
鉄
道（
外
房
大
原
か
ら
来
る
）

大
多
喜
駅
近
辺
に
来
れ
ば
、
前
方
、
遠
く
に
現
代
の

城
が
聳
え
、
駅
の
左
に
大
き
な
大
手
門
（
歓
迎
門
）

が
道
を
跨
い
て
立
っ
て
い
る
。

■
大
多
喜
〜
御
宿
関
係
図

本
多
忠
勝

一
五
九
〇
年
、
家
康
江
戸
入
府
と
と
も
に
、
上
総

の
地
は
家
康
の
も
の
と
な
り
、
十
万
石
の
大
多
喜
藩

が
成
立
。
家
康
は
腹
心
の
部
下
、
本
多
忠
勝
を
領
主

友
好
の
絆
　
　
第
三
回
原
稿
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に
派
遣
す
る
。
こ
の
地
が
江
戸
を
守
る
重
要
拠
点
と

見
な
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

忠
勝
は
、
周
囲
を
夷
隅
川
に
囲
ま
れ
た
天
然
要
衝

の
山
頂
に
城
を
築
く
。
こ
こ
は
そ
れ
以
前
か
ら
山
城

と
し
て
の
地
形
を
備
え
、
里
見
氏
な
ど
の
重
要
拠
点

で
あ
っ
た
。
忠
勝
は
、
こ
れ
を
利
用
し
、
本
丸
、
二

の
丸
、
三
の
丸
を
設
け
、
ふ
も
と
に
城
下
町
を
整
備
。

本
格
的
な
近
世
城
郭
を
造
る
。

本
多
忠
勝
は
、
徳
川
四
天
王
、
徳
川
十
六
神
将
、

徳
川
三
傑
の
一
人
。
敵
軍
の
武
田
を
し
て
「
家
康
に

過
ぎ
た
る
も
の
は
二
つ
あ
り
。
唐
の
か
し
ら
に
本
多

平
八
」（
忠
勝
の
別
名
、
平
八
郎
。
唐
の
か
し
ら
と

は
、家
康
の
ヤ
ク
の
尾
毛
飾
り
兜
）
と
言
わ
し
め
た
。

本
多
氏
は
三
河
徳
川
本
家
の
譜
代
。
忠
勝
は
、
桶
狭

間
の
前
哨
戦
で
初
陣
、
敵
の
首
を
挙
げ
る
。
姉
川
の

戦
い
で
は
朝
倉
軍
一
万
に
単
騎
駆
け
を
敢
行
。
二
俣

城
の
戦
い
で
は
最
も
危
険
な
殿
し
ん
が
りを

つ
と
め
、
家
康
の

撤
退
に
成
功
、
三
方
ケ
原
、
長
篠
の
大
一
番
で
は
、

そ
の
戦
い
ぶ
り
に
敵
味
方
を
問
わ
ず
に
賞
賛
さ
れ
、

本
能
寺
の
変
で
は
取
り
乱
し
た
家
康
を
諫
め
、
有
名
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な
伊
賀
越
え
を
行
わ
せ
る
。
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

で
は
、
豊
臣
十
六
万
の
前
に
家
康
は
苦
戦
に
陥
っ
た

が
、
五
百
名
の
兵
を
率
い
て
駆
け
つ
け
、
大
軍
の
前

に
立
ち
は
だ
か
り
、
秀
吉
か
ら
も
東
国
一
の
勇
士
と

賞
賛
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
秀
吉
は｢

あ
奴
だ
け
は
殺

し
て
は
な
ら
ぬ
、
将
来
、
家
来
に
し
た
い
か
ら｣

と

語
っ
た
と
い
う
。
関
ヶ
原
で
は
、
諸
大
名
に
書
状
を

送
っ
て
東
軍
方
に
つ
け
る
工
作
に
活
躍
。
戦
場
で

は
、
常
に
家
康
の
矢
面
に
立
ち
、
生
涯
に
お
け
る
合

戦
五
十
七
回
で
か
す
り
傷
一
つ
追
わ
な
か
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
武
勇
の
人
で
あ
り
な
が
ら
、
大
阪
の
役

後
、
家
康
が
散
々
に
煮
え
湯
を
呑
ま
さ
れ
た
真
田
家

の
存
続
を
嘆
願
し
、
結
果
と
し
て
、
真
田
家
は
、
信

濃
上
田
領
を
江
戸
末
期
ま
で
存
続
。
徳
川
家
に
忠
誠

を
尽
く
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
断
ト
ツ
の
功
績

か
ら
家
康
の
忠
勝
へ
の
信
頼
は
、「
極
ま
れ
り
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
忠
勝
辞
世
の
句
に
「
手
柄
を
立

て
な
く
て
も
、
事
の
難
に
挑
み
て
退
か
ず
、
主
君
と

討
ち
死
に
し
て
も
忠
節
を
守
る
。
こ
れ
ぞ
侍
」
と
い

う
一
節
が
あ
り
、
彼
の
信
条
を
良
く
映
し
出
し
て
い
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る
。
世
の
中
が
安
定
し
、
同
じ
本
多
一
族
の
本
多
正

信
が
い
わ
ば
権
謀
術
数
を
も
っ
て
、
幕
府
を
牛
耳
る

こ
と
に
な
り
、
晩
年
不
遇
と
さ
れ
て
い
る
が
、
忠
勝

は
正
信
を
嫌
い
、「
あ
や
つ
と
の
血
筋
は
全
く
無
関

係
」
と
ま
で
言
い
捨
て
て
い
る
。
そ
こ
に
は
敵
軍
か

ら
も
賞
賛
さ
れ
た
、
清
廉
潔
白
な
武
士
の
姿
が
垣
間

見
え
る
。

こ
う
い
う
人
が
大
多
喜
城
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

難
攻
不
落
。
城
下
町
も
栄
え
た
。
か
く
て
、
大
多
喜

は
、
一
万
二
千
の
人
口
と
上
総
中
枢
の
重
要
拠
点
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
多
喜
藩
初
代
十
年
、
事
が
成

る
と
、
忠
勝
は
桑
名
十
万
石
の
領
主
と
な
る
。
従
っ

て
忠
勝
の
墓
所
は
、
桑
名
浄
土
寺
と
大
多
喜
の
、
彼

が
開
基
し
た
良
玄
寺
に
あ
る
。
そ
し
て
夷
隅
郡
大
多

喜
は
、
忠
勝
の
次
男
、
忠
朝
に
引
き
継
が
れ
る
。
こ

の
人
が
ま
た
父
親
の
清
廉
潔
白
な
武
人
の
血
筋
を
受

け
継
ぎ
、
一
六
〇
一
年
、
若
い
な
が
ら
家
康
の
愛
す

る
こ
と
こ
の
上
も
な
い
大
多
喜
の
二
代
目
当
主
と
な

る
。
こ
う
し
た
お
り
、
一
六
〇
九
年
、
ロ
ド
リ
ゴ
は

御
宿
岩
和
田
に
遭
難
漂
着
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ロ
ド
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リ
ゴ
の
幸
運
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
あ
っ
た
。

本
多
忠
朝

忠
勝
に
は
、
長
男
忠
政
と
次
男
忠
朝
が
い
た
。
忠

政
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
政
治
家
タ
イ
プ
。
忠
勝
の

気
性
を
継
い
だ
の
が
忠
朝
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、

忠
勝
は
か
わ
い
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
死

す
る
に
及
ん
で
、
家
督
は
無
論
、
資
産
も
全
て
長
男

の
忠
政
に
譲
る
。忠
政
は
桑
名
領
主
二
代
目
と
な
り
、

忠
朝
を
大
多
喜
城
二
代
目
に
指
名
し
た
。

こ
の
時
、
忠
勝
は
、
蓄
え
の
金
一
万
五
千
両
だ
け

は
、
忠
朝
に
と
遺
言
し
た
。
し
か
し
、
忠
政
は
こ
れ

も
自
分
の
も
の
と
し
て
蔵
に
し
ま
っ
た
。
周
囲
は
騒

ぐ
。
だ
が
、
忠
朝
は
「
兄
は
多
く
の
将
兵
を
抱
え
、

な
に
か
と
物
入
り
が
か
か
る
」
と
あ
っ
さ
り
こ
れ
を

拒
否
。
こ
の
弟
の
態
度
に
、
忠
政
は
恥
て
、
こ
の
金

を
半
分
に
し
、
忠
朝
に
分
け
与
え
ん
と
す
る
。
す
る

と
忠
朝
は
こ
れ
を
も
固
辞
し
て
受
け
取
ら
な
い
。
忠

政
は
そ
れ
で
は
俺
の
気
持
ち
が
承
知
し
な
い
と
い

う
。
し
か
た
な
く
、
忠
朝
は
「
そ
れ
な
れ
ば
、
そ
の

金
を
縛
っ
て
兄
の
蔵
に
そ
の
ま
ま
保
管
し
て
お
い
て
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下
さ
い
。
余
程
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
の
み
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
」
と
話
を
ま
と
め
た
。
無
論
、
忠
朝
は

そ
の
金
を
生
涯
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う

高
い
品
格
の
持
ち
主
だ
か
ら
、
御
宿
で
の
異
国
人
の

遭
難
に
、
家
来
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
助
け
る
ど

こ
ろ
か
そ
の
先
の
友
好
に
繋
げ
得
た
の
で
あ
る
。

忠
朝
は
、家
康
の
小
姓
と
し
て
育
っ
た
。
だ
か
ら
、

家
康
が
可
愛
く
な
い
は
ず
が
な
い
。初
陣
は
関
ヶ
原
。

父
親
に
引
け
を
取
ら
ぬ
武
将
に
な
っ
た
。
ロ
ド
リ
ゴ

一
行
を
助
け
、
ス
ペ
イ
ン
の
ヌ
エ
バ
・
イ
ス
パ
ニ

ア
、
首
都
メ
キ
シ
コ
と
の
友
好
の
絆
を
築
く
こ
と
に

な
っ
た
一
六
〇
九
年
か
ら
六
年
後
の
一
六
一
五
年
、

家
康
最
後
の
戦
い
と
な
っ
た
大
阪
夏
の
陣
。
淀
君
、

秀
頼
は
、
腹
を
切
り
、
大
阪
城
は
炎
上
。
以
後
、
大

き
な
戦
は
明
治
維
新
ま
で
な
か
っ
た
。
敵
将
、
真
田

幸
村
の
活
躍
も
あ
り
、
家
康
の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め

た
、
こ
の
戦
で
、
忠
朝
は
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
し
、

三
十
三
歳
の
命
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
黒
田
官
兵

衛
の
子
、
長
政
が
大
阪
の
役
の
戦
勝
記
念
と
し
て
描

か
せ
た
、
有
名
な
「
大
阪
夏
の
陣
図
屏
風
」
が
あ
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る
。
戦
場
で
入
り
乱
れ
て
戦
う
夥
し
い
将
兵
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
の
主
人
公
は
、
家
康
で
も
な

け
れ
ば
、
悲
劇
の
英
雄
真
田
幸
村
で
も
な
い
。
屏
風

絵
を
描
か
せ
た
黒
田
長
政
で
も
な
い
。
屏
風
絵
を
眺

め
回
す
と
、
中
央
に
複
数
の
敵
を
相
手
に
奮
戦
す
る

騎
馬
武
者
に
目
が
行
く
。
そ
う
そ
れ
が
忠
朝
な
の
で

あ
る
。
こ
の
有
名
な
屏
風
絵
の
主
人
公
は
、
忠
朝
で

あ
る
。
戦
い
終
わ
っ
て
、
数
人
の
家
来
が
彼
の
遺
体

を
台
車
に
乗
せ
て
家
康
の
前
を
通
り
か
か
る
。
家
康

は
家
来
を
止
め
、
し
げ
し
げ
と
忠
朝
を
見
、
頬
に
手

を
触
れ
る
と
号
泣
し
た
と
い
う
。そ
し
て
そ
の
場
で
、

そ
の
家
来
達
に
褒
美
を
と
ら
せ
、
忠
朝
の
家
来
で
生

き
残
っ
た
者
が
あ
れ
ば
、
一
人
残
ら
ず
感
状
を
与
え

る
よ
う
に
命
じ
た
。

そ
う
い
う
親
子
が
築
い
た
大
多
喜
城
で
あ
る
か

ら
、
堅
固
な
こ
と
は
、
こ
の
上
も
な
い
。
多
く
の
民

衆
が
こ
の
地
に
集
ま
り
、
城
下
町
は
繁
栄
し
、
あ
た

か
も
房
総
の
中
心
地
の
ご
と
き
活
況
を
呈
す
る
に
至

る
。
大
多
喜
の
殿
、
本
多
忠
朝
は
、
民
衆
の
崇
拝
を

受
け
、
忠
朝
も
領
民
の
幸
せ
に
応
え
る
。
し
か
も
、
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江
戸
城
に
い
る
二
代
将
軍
秀
忠
、
駿
府
の
大
御
所
、

家
康
と
密
接
な
連
絡
を
常
に
取
り
合
っ
て
お
り
、
そ

の
信
認
も
厚
い
。
領
下
の
御
宿
に
遭
難
し
た
ス
ペ
イ

ン
人
の
報
に
接
し
た
と
き
、
家
来
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
ま
で
、
救
助
し
た
御
宿
の
民
衆
に
謝
意
を
呈

す
る
と
共
に
、
支
援
に
踏
み
切
っ
た
。
ま
ず
は
、
彼

の
人
道
的
な
信
念
か
ら
。
そ
れ
に
家
康
が
ス
ペ
イ
ン

と
の
交
易
を
望
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ロ
ド
リ
ゴ
の
こ
と
も
逐
一
、
秀

忠
、
家
康
に
知
ら
せ
指
示
を
得
て
い
る
。

大
多
喜
の
殿
は
、
御
宿
で
ロ
ド
リ
ゴ
一
行
と
初
め

て
会
見
し
た
時
に
約
束
し
た
、
遭
難
者
三
百
十
七
名

の
食
料
を
初
め
と
す
る
、生
活
物
資
支
援
を
始
め
る
。

御
宿
村
民
の
各
家
で
手
厚
い
介
護
を
得
、
人
々
は
元

気
を
取
り
戻
し
、
村
民
と
の
交
流
・
密
着
度
も
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
三
十
七
日
間
の
御

宿
で
の
生
活
を
終
え
、
全
員
大
多
喜
城
下
へ
と
引
き

取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ロ
ド
リ
ゴ
を
初
め
と
す
る

彼
等
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
、
日
本
の
民
衆
と
、
神
の

加
護
に
感
謝
し
た
。


